
 

季節を先取りしよう 

『衣替えと模様替え』 

「タイミングの良い人はツキに恵まれる」といいます。服も季節を先取りする位   

が良いのです。いつまでも冬服でいてはダメです。 

６月になれば、“パッ”と夏用に衣替えしましょう。 

そして、服だけでなく部屋のインテリアも季節に合ったものに変えることです。 

家の中がしけてジメジメしていると、精神衛生上良くありませんし、第一にやる気がなくなってしま 

います。 

夏に備えて、涼しげなインテリアを多用すると良いでしょう。部屋の面積の多くを占めるものを変え 

ると雰囲気はガラッと変わってくるので、一番にカーテンを夏用に変えることをお勧めします。 

カーテンの方位別ラッキーカラー 

窓の方位 カーテンの色や柄 

東 ブルー、赤 花柄 

南 ベージュ、白、グリーン 

西 ピンク、茶色、ベージュ、きなり 

北 黒やダークグレー、白地のストライプ 

※注意 真っ黒や真っ赤と考えず、ワンポイントでもこれらの色が入っていれば良いと考えます 

才能を伸ばすインテリア 

仕事柄、「ひとつの方面に才能を伸ばしたい」とお考えのあなたは是非、実行してください。 

スポーツや音楽、コンピューター、営業等の才能を伸ばしたい 

東の運気に満ちた寝室作りをします。窓には赤やブルーのカーテンをして、部屋の東にスポ

ーツ用具や楽器など、伸ばしたいものに関するものを置きます。 

芸術や芸能、デザイン、技術、企画、編集、法律関係の才能を伸ばしたい 

これらの才能は南のパワーで開花します。日当たりの良い寝室が理想ですが、日当たりが良

くても悪くても窓には白いカーテン、部屋の南側に同じ型のスタンドかフォトスタンドを２

個置きます。 

ファッションや小売り、客商売の才能を伸ばしたい 

この場合は、西の運気が必要です。ただし、西に大きな窓があるとＮＧ。窓には茶色やベ

ージュのカーテンを。そしてピンクの花と陶器の置物を置きましょう。 

作家、学者、経理、サービス業の才能を伸ばしたい 

北の運気に満ちた寝室にしましょう。換気をよくして、ブルー基調の船の絵を飾りましょう。 

大切なことは「部屋に季節感を取り入れる」こと。季節感のない人は成功しません。 



服を選ぼう 

さて、「今日はどんな服を着ていこうかな」と迷う人も多いはず。  

そんな時は、その日のあなたの心理状態によって服を選んでみてはいかがでしょうか。 

気持ちや心理状態 服の色 

新しい恋や仕事が欲しいとき ピンク 

自己を改革させたい時や変化が欲しいとき 
黄色 

※黄色が流行の時は転職ブームの時が多い 

.自己主張したいときや物事をはっきりさせたいとき 赤 

人恋しいとき、寂しいとき 白 

協調性を保ちたいとき 青や紺色 

何かにチャレンジしたいとき ベージュ 

今の自分を隠したいときやワンランク上に見せたいとき 黒 

ちなみに、茶色は現状に満足していない人が使いたくなるカラーです。「最近なぜか茶色の服をよく着

るようになった」というなら、現状に満足していない証拠です。もし、ご主人や彼氏が茶色の服をよく

着るようになったら“危険信号？”です。 

ストレスをはらう『夏越しの大祓（おおはらえ）』 

６月と１２月のみそか（三十日）には、半年間の罪やけがれを祓い（はらい）清める

大祓が行われます。６月の大祓は、「夏越しの大祓、名越しの大祓」といいますが、「な

ごし」は「和し」からきていると聞きます。神社では、“かや”で作った「茅の輪」を

潜り、けがれを人形にたくしてそれを水にながす行事が行われます（左下写真参照）。

７０１年の大宝律令で宮中の年中行事に定められたのが始まりです。「夏越し」という

だけあって、暑い夏を無事に越すために、罪やけがれを払うために大祓をすると考え

ることができます。 

一年の半分が過ぎ、区切りが良いから、とも言えますが、それだけではありません。

この時期は、一年中でもストレスも負担も多くなるのです。「大祓」はその証ではな

いでしょうか。 

また、６月は直感力をわかせ、才能を開花させる大切な月ですから、もしあなたが

伸び悩んでいるなら、今月は神社に参り、よく祈願することをお勧めします。この

ように、夏越しの大祓は人の和の大切さを教えてくれる神事です。今までに一度も

６月３０日に神社を訪ねたことのない方は是非、今年こそ行ってみてください。必

ず運気の向上が図れるでしょう。 
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茅の輪（ちのわ）の由来 

『備後風土記逸文』に茅の

輪を腰につけて厄をまぬが

れたという神話があり、昔

から茅（かや）は、その旺

盛な生命力によって災厄を

除く神秘的な威力を持つと

考えられている。これに因

んで我が国では、夏越の大

祓には茅の輪をくぐって厄

を逃れる神事が連綿と受け

継がれている 


